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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】小さな動力で飼養水に水流を生起させて、大量
の魚介類を高密度で飼養することができる魚介類養殖装
置を提供する。
【解決手段】養魚槽２Ａ、２Ｂの飼養水を循環させるよ
うにした養魚槽において、養魚槽２Ａ、２Ｂに、最小限
の水位上昇をもたらす起流装置３を配設し、上昇水位に
より飼養水に平面的な水流を生起させて循環させるよう
にした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仕切壁を介して左右に第１の養魚槽と第２の養魚槽を設けた前後に長い養魚槽の前部に
、浄化装置を設けた浄化部を遮断網により区画形成して、飼養水を第２の養魚槽から浄化
部を経て第１の養魚槽へ全体に循環可能とし、第２の養魚槽における後端部の槽底面に槽
幅一杯に沈澱枡を、その底部の栓を備えた排水孔が下水道に繋がるように設け、その前部
に、前後して設置した一対の遮断網の間における槽底面に、槽幅いっぱいに設けた溝穴に
、前後の水流を遮断する遮断壁を、水上から溝穴の底面に近接させて設け、かつ遮断壁の
前部の溝穴壁に、外部の送気装置から延出する送気管の送気口を臨設し、気泡を噴出させ
て盛り上がる飼養水により、第２の養魚槽の前方に向けた平面的な水流を生起させて、第
２の養魚槽の前部から浄化部の浄化装置を経て、第１の養魚槽後部から前部へ飼養水を流
し、これを第２の養魚槽に回流させ、全体に循環させるようにしてなることを特徴とする
魚介類養殖装置。
【請求項２】
　第２の養魚槽の前部における遮断網の後部槽底面に、槽幅いっぱいに複数の沈澱枡をそ
の底部の排水孔に栓を設けて配設すると共に、その遮断網の前部に区画した浄化部におけ
る浄化装置から、第１の養魚槽及び第２の養魚槽に通じる水路には、それぞれ水路を開閉
可能な開閉扉を配設したことを特徴とする請求項１に記載の魚介類養殖装置。
【請求項３】
　前記送気装置の送気管に、酸素タンクから延出する酸素管を、酸素注入及び停止可能に
連結してなることを特徴とする請求項１または２に記載の魚介類養殖装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、養殖池の循環水路内に設けた起流装置による飼養水の上昇力を利用して、始
点における飼養水の水位を高めて、養殖槽全体に平面的な循環水流を生じさせるようにし
た魚介類養殖装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　養殖池に循環水流を生じさせる養殖装置は、例えば特許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２５５４４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の発明においては、循環水の水流を、ポンプによる水の供給によって
生じさせている。しかし、ポンプにより水を送り出すためには、大きな動力が必要である
。
　本発明は、環流可能に設けた養魚槽の水面を前後に仕切り、その仕切り前部の飼養水の
水位を高めることによって、養魚槽全体に循環水流を生じさせるようにした、魚介類養殖
装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、本発明は、次のような手段を講じた。
【０００６】
　（１）　仕切壁を介して左右に第１の養魚槽と第２の養魚槽を設けた前後に長い養魚槽
の前部に、浄化装置を設けた浄化部を遮断網により区画形成して、飼養水を第２の養魚槽
から浄化部を経て第１の養魚槽へ全体に循環可能とし、第２の養魚槽における後端部の槽
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底面に槽幅一杯に沈澱枡を、その底部の、栓を備えた排水孔が下水道に繋がるように設け
、その前部に、前後して設置した一対の遮断網の間における槽底面に、槽幅いっぱいに設
けた溝穴に、前後の水流を遮断する遮断壁を、水上から溝穴の底面に近接させて設け、か
つ遮断壁の前部の溝穴壁に、外部の送気装置から延出する送気管の送気口を臨設し、気泡
を噴出させて盛り上がる飼養水により、第２の養魚槽の前方に向けた平面的な水流を生起
させて、第２の養魚槽の前部から浄化部の浄化装置を経て、第１の養魚槽後部から前部へ
飼養水を流し、これを第２の養魚槽に回流させ全体に循環させるようにしてなる魚介類養
殖装置。
【０００７】
　（２）　第２の養魚槽の前部における遮断網の後部槽底面に、槽幅いっぱいに複数の沈
澱枡を、その底部の排水孔に栓を設けて配設すると共に、その遮断網の前部に区画した浄
化部における浄化装置から、第１の養魚槽及び第２の養魚槽に通じる水路には、それぞれ
開閉可能な開閉扉を配設した前記（1）に記載の魚介類養殖装置。
【０００８】
　（３）　前記送気装置の送気管に、酸素タンクから延出する酸素管を、酸素注入及び停
止可能に連結してなる前記（1）または（2）に記載の魚介類養殖装置。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によると、次のような効果を奏する。
【００１０】
　前記（1）に記載の発明においては、仕切壁で左右に仕切られた養魚槽の前部に、浄化
装置の設置される浄化部の区画が設けられ、第２の養魚槽における仕切壁の後部における
槽底に幅いっぱいに複数の沈澱枡が配設されているので、養魚槽の飼養水に混って流動す
る大きな魚糞や残餌が沈澱枡に沈澱し、最小限の水位上昇をもたらす起流装置を配設し、
上昇水位によって飼養水に平面的な水流を生起させるものであるので、動力エネルギーを
最小にすることができる。
　また起流装置は、養魚槽の底に形成された溝穴の底部から送気管によって飼養水に放出
される圧縮空気が、遮断壁の前部で気泡となって上昇すると、その気泡によって、直上の
飼養水の水面が盛上がることにより、水位が高められて津浪のような平面的な水流が生じ
、飼養水を小さな動力で養魚槽全体を巡る循環水とすることができる。
　飼養水中で気泡となった空気中の酸素が、飼養水中に溶け出して飼養水中の酸素濃度を
高めることができる。更に水面上で気化した二酸化炭素の除去もすることができるので、
二酸化炭素を除去する装置を省くことができる。
【００１１】
　前記（2）に記載の発明は、第２の養魚槽の前部における遮断網の後部の槽底面に、槽
幅いっぱいに複数の沈澱枡を配設したので、第２の養魚槽における塵埃も沈澱枡で早期に
回収することができ、浄化部における浄化装置の負担を軽くすることができる。
【００１２】
　前記（3）に記載の発明においては、第２の魚槽と第１の魚槽の間に、浄化装置を配設
する浄化部において、水路を分岐して長く設けて、飼養水を浄化装置を経由して養魚槽へ
環流させるので、敷地的に離れた場所に浄化装置を配設することができる。また浄化部へ
の水路を閉鎖して、浄化装置の清掃を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の魚介類養殖装置の一例を示す平面図である。
【図２】図１におけるII－II線拡大縦断面図である。
【図３】図１に示す沈澱枡の平面図である。
【図４】本発明の魚介類養殖装置の別の例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
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　本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の魚介類養殖装置１の平面図であり、細長い第１の養魚槽２Ａと、それ
に並ぶ第２の養魚槽２Ｂとは、中間に配設した仕切壁５により左右に仕切られているが、
仕切壁５の回水路５Ａにより、第１の養魚槽２Ａの前部と第２の養魚槽２Ｂの後部とは連
通している。
　第２の養魚槽２Ｂの後部には、前後の遮断網３Ｅ、３Ｄの中間に、下から気泡８を噴出
し、直上の水を盛り上げて流れを生起させる起流装置３が槽幅いっぱいに配設されている
。
【００１５】
　後部の遮断網３Ｄの後部には、複数の沈澱枡４Ａ、４Ａが槽幅一杯に並設されている。
第１の養魚槽２Ａの後部と第２の養魚槽２Ｂの前部とに同列に配設された遮断網３Ｅ、９
を境にして、浄化部４Ｆが区画されている。
【００１６】
　起流装置３が稼働すると、飼養水は第２の養魚槽２Ｂの幅いっぱいに平面的な水流が生
じて、流れる飼養水は第２の養魚槽２Ｂから浄化部４Ｆの浄化装置４を経て、第１の養魚
槽２Ａに入り、更に第２の養魚槽２Ｂへと全体を循環するようになっている。
　飼養水は、例えば水深約１５０ｃｍとされているが、養魚の大きさや数量によって増減
調節される。
【００１７】
　図１に示す魚介類養殖装置１は、例えば長さが５５ｍ、幅が１１ｍで、左右に並列され
た第１の養魚槽２Ａと第２の養魚槽２Ｂは、仕切壁５で仕切られている。
　該仕切壁５の一部は浄化部４Ｆに突出され、浄化装置４の壁面と接し、その一部に開閉
可能な開閉扉５Ｂを備えた回水路５Ａが形成されており、浄化装置４を通さない飼養水５
Ｂを回流させることが可能である。
　長さが例えば約１７ｍの浄化部４Ｆにおける浄化装置４は、第１の養魚槽２Ａと第２の
養魚槽２Ｂ間に挟まれるように配設されている。
【００１８】
　前記起流装置３は、図２に図１におけるII－II線縦断面を示すように、第１の養魚槽２
の槽底の先端部に、槽幅方向に長く、例えば２ｍを超える深い溝穴３Ａを形成して、その
溝穴３Ａの前後の中間に、前後の水を遮断する遮断壁３Ｂを、水面上から溝穴３Ａの底近
くまでに配設し、槽幅方向で複数に区画壁３Ｃで区画（図１では５区画）してあり、これ
により、水流を効率良く生起させるようにしてある。前記区画壁３Ｃは、必要がなければ
形成しなくてもよい。
【００１９】
　これによって、図２に示すように、第１の養魚槽２Ａ内の飼養水は、槽幅方向に長い溝
穴３Ａ内に入り、遮断壁３Ｂの下を潜って溝穴３Ａの前部の上に出て、第２の養魚槽２Ｂ
に入ることになる。
　図２に示すように、溝穴３Ａの前後の縁上面である槽底２Ｃには、魚の往来を規制する
前後一対の遮断網３Ｄ、３Ｅが、水上まで設けられている。
【００２０】
　図１、図２に示すように、溝穴３Ａの遮断壁３Ｂの下縁前において、送気装置６から延
出する送気管７が配設されており、上部に上方へ開口する放気口７Ａが設けられている。
前記放気口７Ａは、気泡８が出るものであれば、その数や形状はどのようなものでも構わ
ない。
【００２１】
　送気装置６から圧縮空気が送られると、放気口７Ａから勢いよく気泡８が上昇し、その
飼養水の直上を盛上げることになる。
　盛上がった飼養水は、第２の養魚槽２Ｂの前方へ津浪のように水平移動して、水流を生
じさせ、浄化部４Ｆにおける浄化装置４を経て第１の養魚槽２Ａに入り、第２の養魚槽２
Ｂ全体に循環される。
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【００２２】
　図２において、溝穴３Ａの飼養水が起流装置３により第２の養魚槽２Ｂへ移動すること
によって、第１の養魚槽２Ａの飼養水は、溝穴３Ａの底部に吸引されて遮断壁３Ｂの前方
へ移動し、流動が生じ、全体の飼養水が循環することになる。
【００２３】
　これによって、循環用のポンプを別に設置することなく、養魚槽２Ａ、２Ｂにおける全
体の飼養水を、効率良く循環させることができる。飼養魚は上流を向いて絶えず運動する
ことになり、健康を保って生育する。ただし、流速が速過ぎると魚介類が疲労するので、
飼養魚に合った適度の流速とされる。
【００２４】
　また、これら起流装置３における放気口７Ａから噴射される気泡８により、飼養水の中
に空気中の酸素を取込むことができ、水車などによる水の撹拌を省略することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００２５】
　図１に示すように、平面視で方形の沈澱枡４Ａ、４Ａの複数を、遮断網３Ｄ、３Ｅの上
流側に近接して、養魚槽２の幅方向に並列して形成されている。
　沈澱枡４Ａは、図４に示すように、養魚槽２の底に漏斗状に深く形成して、その底部中
央に下方の図示しない下水道に通じる排水孔４Ｂを形成し、栓４Ｃをしてある。
【００２６】
　沈澱枡４Ａの中に残餌、魚糞などが流れ込み、一定の量が沈澱すると、栓４Ｃを抜いて
、図示しない下水道を経て沈澱槽に溜めて処理される。
　浄化部４Ｆにおける浄化装置４に至る水路に、開閉扉２Ｆ、２Ｆが設けられている。こ
れには、細かな塵取り用のフイルタを付ける物もある。
【００２７】
　これによって飼養水が沈澱枡４Ａの上部を流れながら、沈澱枡４Ａで残餌、魚糞など重
量のある物が沈澱して除去され、次の生物膜処理装置４Ｄにおいて、アンモニア、有機物
、沈澱枡４Ａを通過してしまった微細粒子が濾過され、飼養水の循環が例えば２００ｍ3

／時であっても、高効率に濾過することができる。開閉扉２Ｆ、２Ｆを閉塞することによ
って、浄化装置４の清掃を容易にすることができる。
【００２８】
　生物膜処理装置４Ｄは、槽の下部に図示しない濾過網が張設され、その上に多数の細か
な図示しない小瀘材が詰装されており、底部から送られる気泡が各瀘材の間を縫って上昇
する。この瀘材に付着する残餌、魚糞などに細菌が繁殖して分解させる。濾過された飼養
水は、槽底から上向き回路を経て第１の養魚槽２Ａへ環流される。
【００２９】
　図１に示す、清水供給ポンプ１０から、清水管１０Ａを介して、清水を第１の養魚槽２
Ａに供給する。これによって、魚介類の飼養密度は、例えば水１トン当り、最高１００ｋ
ｇの飼養をすることが可能となる。
【００３０】
　また、水中の含有酸素量を酸素濃度センサ１２で、酸素飽和度９０％以下となったこと
を検知した時には、自動制御器１３において酸素タンク１１のバルブ１１Ｂを自動操作し
、酸素管１１Ａを介して養魚槽２の飼養水へ酸素を飽和状態になるように供給する。
【００３１】
　この場合、酸素管１１Ａを前記送気管７に連結して、気泡８とともに、飼養水に放出さ
せるようにすることができる。
　自然災害その他の非常用として、この酸素供給は重要である。　　
【００３２】
　魚介類養殖装置１で飼養される魚介類は、例えばニジマス、鮭などのほか、その場所に
適した魚介を飼養するものであるが、それらに特定されない。
　飼養水としては、真水の他に、海水または海水に近い塩分を含む水を使用することもあ
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る。
【００３３】
　養魚槽２の近くには、水面を照射可能な照明灯を設けて、秋冬季における日照時間延長
の補助をし、或いは殺菌灯により殺菌をすることもある。
　降雪地においては、防雪屋根を設ける。屋根のない所では、養魚槽２の上に防鳥網、或
いは夏陽を避ける遮光幕などを張設する。
【００３４】
　図５は、魚介類養殖装置１の別の実施例を示す平面図である。前例と同じ部材には、同
じ符号を付して説明を省略する。
　この実施例においては、敷地面積の都合で、浄化装置４を養魚槽２から離れた所に設け
たものである。
【００３５】
　すなわち、第２の養魚槽２Ｂから水路２Ｄを延設して、その先に浄化部４Ｆを設けて浄
化装置４を配設し、浄化装置４から繋がる水路２Ｅを第１の養魚槽２Ａへ連結させてある
。各水路２Ｄ、２Ｅには、開閉扉２Ｆ、２Ｆを配設する。
　これによって、水路２Ｄ、２Ｅの開閉扉２Ｆを閉塞して、浄化装置４の清掃を容易にす
ることができる。
【００３６】
　なお、浄化装置４の前側の水路２Ｄや後部の水路２Ｅに、起流装置３と同様な装置を配
設することもある。前記魚介類養殖装置１は、敷地面積が広い場所では、図１の状態で複
数を並列設置する。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　簡単な起流装置で、養魚槽の飼養水全体を循環させ、かつ濾過させることができるので
、河川その他の水源による流水が無くても、大量の魚介類を養殖することが可能となる。
【符号の説明】
【００３８】
１．魚介類養殖装置
２．養魚槽
２Ａ．第１の養魚槽
２Ｂ．第２の養魚槽
２Ｃ．槽底
２Ｄ、２Ｅ．水路
２Ｆ．開閉扉
３．起流装置
３Ａ．溝穴
３Ｂ．遮断壁
３Ｃ．区画壁
３Ｄ．３Ｅ．遮断網
４．浄化装置
４Ａ．沈澱枡
４Ｂ．排水孔
４Ｃ．栓
４Ｄ．生物膜処理装置
４Ｅ．瀘材
４Ｆ．浄化部
５．仕切壁
５Ａ．回水路
５Ｂ．開閉扉
６．送気装置
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７．送気管
７Ａ．放気口
８．気泡
９．遮断網　　 
１０．清水供給ポンプ
１０Ａ．清水管
１１．酸素タンク
１１Ａ．酸素管
１１Ｂ．バルブ
１２．酸素濃度センサ
１３．自動制御器
Ｗ．飼養水

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月24日(2018.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向に長い養魚槽の内部において、後部に位置する飼養部の前部に、浄化装置を備
えた浄化部を遮断網を介して区画形成し、前記飼養部を、左右方向の中央部に設けた仕切
壁を介して左右に第１の養魚槽と第２の養魚槽を区画形成し、前記仕切壁は、前端を前記
遮断網から前の浄化部に突出させるとともに、後端を対面する槽壁には接触させずに水路
を形成させ、飼養水が、第１の養魚槽から第２の養魚槽、及び浄化部を経て第１の養魚槽
へ全体に循環可能とし、前記仕切壁の後端から始まる第２の養魚槽における後端部の槽底
面に横幅一杯に漏斗状の沈澱枡を、その底部の栓を備えた排水孔が下水道に繋がるように
設け、その沈殿枡の前部に、前後して設置した一対の遮断網の間における槽底面に、横幅
いっぱいに設けた溝穴に、前後の水流を遮断する遮断壁を、水上から溝穴の底面に近接さ
せて設け、かつ遮断壁の前部の溝穴壁に、外部の送気装置から延出する送気管の送気口を
臨設し、気泡を噴出させて盛り上がる飼養水により、第２の養魚槽の前方に向けた平面的
な水流を生起させて循環流とし、前記第２の養魚槽の後部における気泡が噴出する溝穴部
分から、第２の養魚槽前部の浄化部の浄化装置を経て、第１の養魚槽後部から第２の養魚
槽に回流させ、この流れを全体に循環させるようにしてなることを特徴とする魚介類養殖
装置。
【請求項２】
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　前記第２の養魚槽の前部における遮断網の直後における槽底面に、横幅いっぱいに複数
の沈澱枡を、その底部の排水孔に栓を設けて配設し、その遮断網の前部に区画した浄化部
における浄化装置から、第１の養魚槽及び第２の養魚槽に通じる水路には、それぞれ水路
を開閉可能な開閉扉を配設したことを特徴とする請求項１に記載の魚介類養殖装置。
【請求項３】
　前記送気装置の送気管に、酸素タンクから延出する酸素管を、酸素注入及び停止可能に
連結してなることを特徴とする請求項１または２に記載の魚介類養殖装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、養殖池の循環水路内に設けた起流装置による飼養水の上昇力を利用して、始
点における飼養水の水位を高めて、養殖槽全体に平面的な循環水流を生じさせるようにす
るとともに、大量の魚糞や塵挨を効率良く排除して清冷水に生息するニジマスなどの養殖
に適合した魚介類養殖装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　養殖池に循環水流を生じさせる養殖装置は、例えば特許文献１及び特許文献２に記載さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２５５４４９号公報
【特許文献２】特開昭６２－６８５９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の発明においては、循環水の水流を、ポンプによる水の供給によって
生じさせている。しかし、ポンプにより水を送り出すためには、大きな動力が必要である
。
　また例えば特許文献２に記載の発明は、給餌した餌の量と同じく生じる数トンの魚糞を
そのままにして、単に養魚水を魚糞ごと掻き混ぜるだけのもので、すぐに糞の腐敗が進み
養魚の出来ない槽となる。
　本発明は、環流可能に設けた養魚槽の水面を前後に仕切り、その仕切り前部の飼養水の
水位を高めることによって、養魚槽全体に循環水流を生じさせるようにした、魚介類養殖
装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、本発明は、次のような手段を講じた。
【０００６】
　（１）　前後方向に長い養魚槽の内部において、後部に位置する飼養部の前部に、浄化
装置を設けた浄化部を遮断網を介して区画形成し、前記飼養部を、左右方向の中央部に設
けた仕切壁を介して左右に第１の養魚槽と第２の養魚槽を区画形成し、前記仕切壁は、前
端を前記遮断網から前の浄化部に突出させるとともに、後端を対面する槽壁には接触させ
ずに水路を形成させ、飼養水が、第１の養魚槽から第２の養魚槽、及び浄化部を経て第１
の養魚槽へ全体に循環可能とし、前記仕切壁の後端から始まる第２の養魚槽における後端
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部の槽底面に槽幅いっぱいに漏斗状の沈澱枡を、その底部の栓を備えた排水孔が下水道に
繋がるように設け、その沈殿枡の前部に、前後して設置した一対の遮断網の間における槽
底面に、横幅いっぱいに設けた溝穴に、前後の水流を遮断する遮断壁を、水上から溝穴の
底面に近接させて設け、かつ遮断壁の前部の溝穴壁に、外部の送気装置から延出する送気
管の送気口を臨設し、気泡を噴出させて盛り上がる飼養水により、第２の養魚槽の前方に
向けた平面的な水流を生起させて循環流とし、前記第２の養魚槽の後部における気泡が噴
出する溝穴部分から、第２の養魚槽前部の浄化部の浄化装置を経て、第１の養魚槽後部か
ら第２の養魚槽に回流させ、この流れを全体に循環させるようにしてなる魚介類養殖装置
。
【０００７】
　（２）　前記第２の養魚槽の前部における遮断網の直後における槽底面に、横幅いっぱ
いに複数の沈澱枡を、その底部の排水孔に栓を設けて配設し、その遮断網の前部に区画し
た浄化部における浄化装置から、第１の養魚槽及び第２の養魚槽に通じる水路には、それ
ぞれ水路を開閉可能な開閉扉を配設した前記（1）に記載の魚介類養殖装置。
【０００８】
　（３）　前記送気装置の送気管に、酸素タンクから延出する酸素管を、酸素注入及び停
止可能に連結してなる前記（1）または（2）に記載の魚介類養殖装置。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によると、次のような効果を奏する。
【００１０】
　前記（1）に記載の発明においては、仕切壁で左右に仕切られた養魚槽の前部に、浄化
装置の設置される浄化部の区画が設けられ、第２の養魚槽における仕切壁の後部における
槽底に幅いっぱいに複数の沈澱枡が配設されているので、養魚槽の飼養水に混って流動す
る大きな魚糞や残餌が沈澱枡に沈澱し、早期に排徐されるので水が濁りにくい。最小限の
水位上昇をもたらす起流装置を配設したので、上昇水位によって飼養水に平面的な水流を
生起させるものであるので、動力エネルギーを最小にすることができる。
　また起流装置は、養魚槽の底に形成された溝穴の底部から送気管によって飼養水に放出
される圧縮空気が、遮断壁の前部で気泡となって上昇すると、その気泡によって、直上の
飼養水の水面が盛上がることにより、水位が高められて津浪のような平面的な水流が生じ
、飼養水を小さな動力で養魚槽全体を巡る循環水とすることができる。
　飼養水中で気泡となった空気中の酸素が、飼養水中に溶け出して飼養水中の酸素濃度を
高めることができる。更に水面上で気化した二酸化炭素の除去もすることができるので、
二酸化炭素を除去する装置を省くことができる。
【００１１】
　前記（2）に記載の発明は、第２の養魚槽の前部における遮断網の後部の槽底面に、横
幅いっぱいに複数の沈澱枡を配設したので、第２の養魚槽における塵埃も沈澱枡で早期に
回収することができ、浄化部における浄化装置の負担を軽くすることができる。
【００１２】
　前記（3）に記載の発明においては、第２の魚槽と第１の魚槽の間に、浄化装置を配設
する浄化部において、水路を分岐して長く設けて、飼養水を浄化装置を経由して養魚槽へ
環流させるので、敷地的に離れた場所に浄化装置を配設することができる。また浄化部へ
の水路を閉鎖して、浄化装置の清掃を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の魚介類養殖装置の一例を示す平面図である。
【図２】図１におけるII－II線拡大縦断面図である。
【図３】図１に示す沈澱枡の平面図である。
【図４】本発明の魚介類養殖装置の別の例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の魚介類養殖装置１の平面図であり、細長い第１の養魚槽２Ａと、それ
に並ぶ第２の養魚槽２Ｂとは、中間に配設した仕切壁５により左右に仕切られているが、
仕切壁５の回水路５Ａにより、第１の養魚槽２Ａの前部と第２の養魚槽２Ｂの後部とは連
通している。
　第２の養魚槽２Ｂの後部には、前後の遮断網３Ｅ、３Ｄの中間に、下から気泡８を噴出
し、直上の水を盛り上げて流れを生起させる起流装置３が槽幅いっぱいに配設されている
。
【００１５】
　後部の遮断網３Ｄの後部には、複数の沈澱枡４Ａ、４Ａが槽幅一杯に並設されている。
第１の養魚槽２Ａの後部と第２の養魚槽２Ｂの前部とに同列に配設された遮断網３Ｅ、９
を境にして、浄化部４Ｆが区画されている。
【００１６】
　起流装置３が稼働すると、飼養水は第２の養魚槽２Ｂの幅いっぱいに平面的な水流が生
じて、流れる飼養水は第２の養魚槽２Ｂから浄化部４Ｆの浄化装置４を経て、第１の養魚
槽２Ａに入り、更に第２の養魚槽２Ｂへと全体を循環するようになっている。
　飼養水は、例えば水深約１５０ｃｍとされているが、養魚の大きさや数量によって増減
調節される。
【００１７】
　図１に示す魚介類養殖装置１は、例えば長さが５５ｍ、幅が１１ｍで、左右に並列され
た第１の養魚槽２Ａと第２の養魚槽２Ｂは、仕切壁５で仕切られている。
　該仕切壁５の一部は浄化部４Ｆに突出され、浄化装置４の壁面と接し、その一部に開閉
可能な開閉扉５Ｂを備えた回水路５Ａが形成されており、浄化装置４を通さない飼養水を
回流させることが可能である。
　長さが例えば約１７ｍの浄化部４Ｆにおける浄化装置４は、第１の養魚槽２Ａと第２の
養魚槽２Ｂ間に挟まれるように配設されている。
【００１８】
　前記起流装置３は、図２に図１におけるII－II線縦断面を示すように、第１の養魚槽２
の槽底の先端部に、槽幅方向に長く、例えば２ｍを超える深い溝穴３Ａを形成して、その
溝穴３Ａの前後の中間に、前後の水を遮断する遮断壁３Ｂを、水面上から溝穴３Ａの底近
くまでに配設し、槽幅方向で複数に区画壁３Ｃで区画（図１では５区画）してあり、これ
により、水流を効率良く生起させるようにしてある。前記区画壁３Ｃは、必要がなければ
形成しなくてもよい。
【００１９】
　これによって、図２に示すように、第１の養魚槽２Ａ内の飼養水は、槽幅方向に長い溝
穴３Ａ内に入り、遮断壁３Ｂの下を潜って溝穴３Ａの前部の上に出て、第２の養魚槽２Ｂ
に入ることになる。
　図２に示すように、溝穴３Ａの前後の縁上面である槽底２Ｃには、魚の往来を規制する
前後一対の遮断網３Ｄ、３Ｅが、水上まで設けられている。
【００２０】
　図１、図２に示すように、溝穴３Ａの遮断壁３Ｂの下縁前において、送気装置６から延
出する送気管７が配設されており、上部に上方へ開口する放気口７Ａが設けられている。
前記放気口７Ａは、気泡８が出るものであれば、その数や形状はどのようなものでも構わ
ない。
【００２１】
　送気装置６から圧縮空気が送られると、放気口７Ａから勢いよく気泡８が上昇し、その
飼養水の直上を盛上げることになる。
　盛上がった飼養水は、第２の養魚槽２Ｂの前方へ津浪のように水平移動して、水流を生
じさせ、浄化部４Ｆにおける浄化装置４を経て第１の養魚槽２Ａに入り、第２の養魚槽２
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Ｂ全体に循環される。
【００２２】
　図２において、溝穴３Ａの飼養水が起流装置３により第２の養魚槽２Ｂへ移動すること
によって、第１の養魚槽２Ａの飼養水は、溝穴３Ａの底部に吸引されて遮断壁３Ｂの前方
へ移動し、流動が生じ、全体の飼養水が循環することになる。
【００２３】
　これによって、循環用のポンプを別に設置することなく、養魚槽２Ａ、２Ｂにおける全
体の飼養水を、効率良く循環させることができる。飼養魚は上流を向いて絶えず運動する
ことになり、健康を保って生育する。ただし、流速が速過ぎると魚介類が疲労するので、
飼養魚に合った適度の流速とされる。
【００２４】
　また、これら起流装置３における放気口７Ａから噴射される気泡８により、飼養水の中
に空気中の酸素を取込むことができ、水車などによる水の撹拌を省略することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００２５】
　図１に示すように、平面視で方形の沈澱枡４Ａ、４Ａの複数を、遮断網３Ｄ、３Ｅの上
流側に近接して、養魚槽２の幅方向に並列して形成されている。
　沈澱枡４Ａは、図４に示すように、養魚槽２の底に漏斗状に深く形成して、その底部中
央に下方の図示しない下水道に通じる排水孔４Ｂを形成し、栓４Ｃをしてある。
【００２６】
　沈澱枡４Ａの中に、給餌した餌と等量の残餌、魚糞などが流れ込み、一定の量が沈澱す
ると、栓４Ｃを抜いて、図示しない下水道を経て沈澱槽に溜めて処理される。これによっ
て早期に魚糞などの処理ができ、大量の魚糞が水中に掻き混ぜられ、腐敗することが抑止
される。
　浄化部４Ｆにおける浄化装置４に至る水路に、開閉扉２Ｆ、２Ｆが設けられている。こ
れには、細かな塵取り用のフイルタを付ける物もある。
【００２７】
　これによって飼養水が沈澱枡４Ａの上部を流れながら、沈澱枡４Ａで残餌、魚糞など重
量のある物が沈澱して除去され、次の生物膜処理装置４Ｄにおいて、アンモニア、有機物
、沈澱枡４Ａを通過してしまった微細粒子が濾過され、飼養水の循環が例えば２００ｍ3

／時であっても、高効率に濾過することができる。
　開閉扉２Ｆ、２Ｆを閉塞することによって、浄化装置４の清掃を容易にすることができ
る。
【００２８】
　生物膜処理装置４Ｄは、槽の下部に図示しない濾過網が張設され、その上に多数の細か
な図示しない小瀘材が詰装されており、底部から送られる気泡が各瀘材の間を縫って上昇
する。この瀘材に付着する残餌、魚糞などに細菌が繁殖して分解させる。濾過された飼養
水は、槽底から上向き回路を経て第１の養魚槽２Ａへ環流される。
【００２９】
　図１に示す、清水供給ポンプ１０から、清水管１０Ａを介して、清水を第１の養魚槽２
Ａに供給する。これによって、魚介類の飼養密度は、例えば水１トン当り、最高１００ｋ
ｇの飼養をすることが可能となる。
【００３０】
　また、水中の含有酸素量を酸素濃度センサ１２で、酸素飽和度９０％以下となったこと
を検知した時には、自動制御器１３において酸素タンク１１のバルブ１１Ｂを自動操作し
、酸素管１１Ａを介して養魚槽２の飼養水へ酸素を飽和状態になるように供給する。
【００３１】
　この場合、酸素管１１Ａを前記送気管７に連結して、気泡８とともに、飼養水に放出さ
せるようにすることができる。
　自然災害その他の非常用として、この酸素供給は重要である。　　
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【００３２】
　魚介類養殖装置１で飼養される魚介類は、例えばニジマス、鮭などのほか、その場所に
適した魚介を飼養するものであるが、それらに特定されない。
　飼養水としては、真水の他に、海水または海水に近い塩分を含む水を使用することもあ
る。
【００３３】
　養魚槽２の近くには、水面を照射可能な照明灯を設けて、秋冬季における日照時間延長
の補助をし、或いは殺菌灯により殺菌をすることもある。
　降雪地においては、防雪屋根を設ける。屋根のない所では、養魚槽２の上に防鳥網、或
いは夏陽を避ける遮光幕などを張設する。
【００３４】
　図５は、魚介類養殖装置１の別の実施例を示す平面図である。前例と同じ部材には、同
じ符号を付して説明を省略する。
　この実施例においては、敷地面積の都合で、浄化装置４を養魚槽２から離れた所に設け
たものである。
【００３５】
　すなわち、第２の養魚槽２Ｂから水路２Ｄを延設して、その先に浄化部４Ｆを設けて浄
化装置４を配設し、浄化装置４から繋がる水路２Ｅを第１の養魚槽２Ａへ連結させてある
。各水路２Ｄ、２Ｅには、開閉扉２Ｆ、２Ｆを配設する。
　これによって、水路２Ｄ、２Ｅの開閉扉２Ｆを閉塞して、浄化装置４の清掃を容易にす
ることができる。
【００３６】
　なお、浄化装置４の前側の水路２Ｄや後部の水路２Ｅに、起流装置３と同様な装置を配
設することもある。前記魚介類養殖装置１は、敷地面積が広い場所では、図１の状態で複
数を並列設置する。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　簡単な起流装置で、養魚槽の飼養水全体を循環させ、かつ濾過させることができるので
、河川その他の水源による流水が無くても、大量の魚介類を養殖することが可能となる。
【符号の説明】
【００３８】
１．魚介類養殖装置
２．養魚槽
２Ａ．第１の養魚槽
２Ｂ．第２の養魚槽
２Ｃ．槽底
２Ｄ、２Ｅ．水路
２Ｆ．開閉扉
３．起流装置
３Ａ．溝穴
３Ｂ．遮断壁
３Ｃ．区画壁
３Ｄ、３Ｅ．遮断網
４．浄化装置
４Ａ．沈澱枡
４Ｂ．排水孔
４Ｃ．栓
４Ｄ．生物膜処理装置
４Ｅ．瀘材
４Ｆ．浄化部
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５．仕切壁
５Ａ．回水路
５Ｂ．開閉扉
６．送気装置
７．送気管
７Ａ．放気口
８．気泡
９．遮断網　　 
１０．清水供給ポンプ
１０Ａ．清水管
１１．酸素タンク
１１Ａ．酸素管
１１Ｂ．バルブ
１２．酸素濃度センサ
１３．自動制御器
Ｗ．飼養水
【手続補正書】
【提出日】平成30年9月28日(2018.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、養殖池の循環水路内に設けた起流装置による飼養水の上昇力を利用して、始
点における飼養水の水位を高めて、養殖槽全体に平面的な循環水流を生じさせるようにし
た魚介類養殖装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　養殖池に循環水流を生じさせる養殖装置は、例えば特許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２５５４４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の発明においては、循環水の水流を、ポンプによる水の供給によって
生じさせている。しかし、ポンプにより水を送り出すためには、大きな動力が必要である
。
　本発明は、環流可能に設けた養魚槽の水面を前後に仕切り、その仕切り前部の飼養水の
水位を高めることによって、養魚槽全体に循環水流を生じさせるようにした魚介類養殖装
置を、提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、本発明は、次のような手段を講じた。
【０００６】
  （１）  前後方向に長い養魚槽の内部において、後部に位置する飼養部の前部に、浄化
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装置を備えた浄化部を遮断網を介して区画形成し、前記飼養部を、左右方向の中央部に設
けた仕切壁を介して左右に第１の養魚槽と第２の養魚槽を区画形成し、前記仕切壁は、前
端を前記遮断網から前の浄化部に突出させるとともに、後端を対面する槽壁には接触させ
ずに水路を形成させ、飼養水が、第１の養魚槽から第２の養魚槽、及び浄化部を経て第１
の養魚槽へ全体に循環可能とし、前記仕切壁の後端から始まる第２の養魚槽における後端
部の槽底面に横幅一杯に漏斗状の沈澱枡を、その底部の栓を備えた排水孔が下水道に繋が
るように設け、その沈殿枡の前部に、前後して設置した一対の遮断網の間における槽底面
に、横幅いっぱいに設けた溝穴に、前後の水流を遮断する遮断壁を、水上から溝穴の底面
に近接させて設け、かつ遮断壁の前部の溝穴壁に、外部の送気装置から延出する送気管の
送気口を臨設し、気泡を噴出させて盛り上がる飼養水により、第２の養魚槽の前方に向け
た平面的な水流を生起させて循環流とし、前記第２の養魚槽の後部における気泡が噴出す
る溝穴部分から、第２の養魚槽前部の浄化部の浄化装置を経て、第１の養魚槽後部から第
２の養魚槽に回流させ、この流れを全体に循環させるようにしてなる魚介類養殖装置。
【０００７】
  （２）　前記第２の養魚槽の前部における遮断網の直後における槽底面に、槽幅いっぱ
いに複数の沈澱枡を、その底部の排水孔に栓を設けて配設し、その遮断網の前部に区画し
た浄化部における浄化装置から、第１の養魚槽及び第２の養魚槽に通じる水路には、それ
ぞれ水路を開閉可能な開閉扉を配設した前記（1）に記載の魚介類養殖装置。
【０００８】
　（３）　前記送気装置の送気管に、酸素タンクから延出する酸素管を、酸素注入及び停
止可能に連結してなる前記（1）または（2）に記載の魚介類養殖装置。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によると、次のような効果を奏する。
【００１０】
  前記（1）に記載の発明においては、仕切壁で左右に仕切られた養魚槽の前部に、浄化
装置の設置される浄化部の区画が設けられ、第２の養魚槽における仕切壁の後部における
槽底に幅いっぱいに複数の沈澱枡が配設されているので、養魚槽の飼養水に混って流動す
る大きな魚糞や残餌が沈澱枡に沈澱し、最小限の水位上昇をもたらす起流装置を配設した
ので、上昇水位によって飼養水に平面的な水流を生起させるものであるので、動力エネル
ギーを最小にすることができる。
　また起流装置は、養魚槽の底に形成された溝穴の底部から送気管によって飼養水に放出
される圧縮空気が、遮断壁の前部で気泡となって上昇すると、その気泡によって、直上の
飼養水の水面が盛上がることにより、水位が高められて津浪のような平面的な水流が生じ
、飼養水を小さな動力で養魚槽全体を巡る循環水とすることができる。
　飼養水中で気泡となった空気中の酸素が、飼養水中に溶け出して飼養水中の酸素濃度を
高めることができる。更に水面上で気化した二酸化炭素の除去もすることができるので、
二酸化炭素を除去する装置を省くことができる。
【００１１】
  前記（2）に記載の発明は、第２の養魚槽の前部における遮断網の後部の槽底面に、槽
幅いっぱいに複数の沈澱枡を配設したので、第２の養魚槽における塵埃も沈澱枡で早期に
回収することができ、浄化部における浄化装置の負担を軽くすることができる。
【００１２】
　前記（3）に記載の発明においては、第２の魚槽と第１の魚槽の間に、浄化装置を配設
する浄化部において、水路を分岐して長く設けて、飼養水を浄化装置を経由して養魚槽へ
環流させるので、敷地的に離れた場所に浄化装置を配設することができる。また浄化部へ
の水路を閉鎖して、浄化装置の清掃を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の魚介類養殖装置の一例を示す平面図である。
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【図２】図１におけるII－II線拡大縦断面図である。
【図３】図１に示す沈澱枡の平面図である。
【図４】本発明の魚介類養殖装置の別の例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の魚介類養殖装置１の平面図であり、細長い第１の養魚槽２Ａと、それ
に並ぶ第２の養魚槽２Ｂとは、中間に配設した仕切壁５により左右に仕切られているが、
仕切壁５の回水路５Ａにより、第１の養魚槽２Ａの前部と第２の養魚槽２Ｂの後部とは連
通している。
　第２の養魚槽２Ｂの後部には、前後の遮断網３Ｅ、３Ｄの中間に、下から気泡８を噴出
し、直上の水を盛り上げて流れを生起させる起流装置３が、槽幅いっぱいに配設されてい
る。
【００１５】
　後部の遮断網３Ｄの後部には、複数の沈澱枡４Ａ、４Ａが槽幅一杯に並設されている。
第１の養魚槽２Ａの後部と第２の養魚槽２Ｂの前部とに、同列に配設された遮断網３Ｅ、
９を境にして、浄化部４Ｆが区画されている。
【００１６】
　起流装置３が稼働すると、飼養水は第２の養魚槽２Ｂの幅いっぱいに平面的な水流が生
じて、流れる飼養水は第２の養魚槽２Ｂから浄化部４Ｆの浄化装置４を経て、第１の養魚
槽２Ａに入り、更に第２の養魚槽２Ｂへと全体を循環するようになっている。
　飼養水は、例えば水深約１５０ｃｍとされているが、養魚の大きさや数量によって増減
調節される。
【００１７】
　図１に示す魚介類養殖装置１は、例えば長さが55ｍ、幅が11ｍで、左右に並列された第
１の養魚槽２Ａと第２の養魚槽２Ｂは、仕切壁５で仕切られている。
　該仕切壁５の一部は浄化部４Ｆに突出され、浄化装置４の壁面と接し、その一部に開閉
可能な開閉扉５Ｂを備えた回水路５Ａが形成されており、浄化装置４を通さない飼養水を
回流させることが可能である。
　長さが例えば約17ｍの浄化部４Ｆにおける浄化装置４は、第１の養魚槽２Ａと第２の養
魚槽２Ｂ間に挟まれるように配設されている。
【００１８】
  前記起流装置３は、図２に図１におけるII－II線縦断面を示すように、第１の養魚槽２
の槽底の先端部に、槽幅方向に長く、例えば２ｍを超える深い溝穴３Ａを形成して、その
溝穴３Ａの前後の中間に、前後の水を遮断する遮断壁３Ｂを、水面上から溝穴３Ａの底近
くまでに配設し、槽幅方向で複数に区画壁３Ｃで区画（図１では５区画）してあり、これ
により、水流を効率良く生起させるようにしてある。前記区画壁３Ｃは、必要がなければ
形成しなくてもよい。
【００１９】
　これによって、図２に示すように、第１の養魚槽２Ａ内の飼養水は、槽幅方向に長い溝
穴３Ａ内に入り、遮断壁３Ｂの下を潜って溝穴３Ａの前部の上に出て、第２の養魚槽２Ｂ
に入ることになる。
　図２に示すように、溝穴３Ａの前後の縁上面である槽底２Ｃには、魚の往来を規制する
前後一対の遮断網３Ｄ、３Ｅが、水上まで設けられている。
【００２０】
　図１、図２に示すように、溝穴３Ａの遮断壁３Ｂの下縁前において、送気装置６から延
出する送気管７が配設されており、上部に上方へ開口する放気口７Ａが設けられている。
前記放気口７Ａは、気泡８が出るものであれば、その数や形状はどのようなものでも構わ
ない。
【００２１】
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  送気装置６から圧縮空気が送られると、放気口７Ａから勢いよく気泡８が上昇し、その
飼養水の直上を盛上げることになる。
　盛上がった飼養水は、第２の養魚槽２Ｂの前方へ津浪のように水平移動して、水流を生
じさせ、浄化部４Ｆにおける浄化装置４を経て第１の養魚槽２Ａに入り、第２の養魚槽２
Ｂ全体に循環される。
【００２２】
　図２において、溝穴３Ａの飼養水が起流装置３により第２の養魚槽２Ｂへ移動すること
によって、第１の養魚槽２Ａの飼養水は、溝穴３Ａの底部に吸引されて遮断壁３Ｂの前方
へ移動し、流動が生じ、全体の飼養水が循環することになる。
【００２３】
  これによって、循環用のポンプを別に設置することなく、養魚槽２Ａ、２Ｂにおける全
体の飼養水を、効率良く循環させることができる。飼養魚は上流を向いて絶えず運動する
ことになり、健康を保って生育する。ただし、流速が速過ぎると魚介類が疲労するので、
飼養魚に合った適度の流速とされる。
【００２４】
　また、これら起流装置３における放気口７Ａから噴射される気泡８により、飼養水の中
に空気中の酸素を取込むことができ、水車などによる水の撹拌を省略することができる。
【００２５】
　図１に示すように、平面視で方形の沈澱枡４Ａ、４Ａの複数を、遮断網３Ｄ、３Ｅの上
流側に近接して、養魚槽２の幅方向に並列して形成されている。
　沈澱枡４Ａは、図４に示すように、養魚槽２の底に漏斗状に深く形成して、その底部中
央に、下方の図示しない下水道に通じる排水孔４Ｂを形成し、栓４Ｃをしてある。
【００２６】
　沈澱枡４Ａの中に、残餌、魚糞などが流れ込み、一定の量が沈澱すると、栓４Ｃを抜い
て、図示しない下水道を経て沈澱槽に溜めて処理される。浄化部４Ｆにおける浄化装置４
に至る水路に、開閉扉２Ｆ、２Ｆが設けられている。これには、細かな塵取り用のフイル
タを付ける物もある。
【００２７】
　これによって飼養水が沈澱枡４Ａの上部を流れながら、沈澱枡４Ａで残餌、魚糞など重
量のある物が沈澱して除去され、次の生物膜処理装置４Ｄにおいて、アンモニア、有機物
、沈澱枡４Ａを通過してしまった微細粒子が濾過され、飼養水の循環が例えば２００ｍ３

／時であっても、高効率に濾過することができる。
　開閉扉２Ｆ、２Ｆを閉塞することによって、浄化装置４の清掃を容易にすることができ
る。
【００２８】
　生物膜処理装置４Ｄは、槽の下部に図示しない濾過網が張設され、その上に多数の細か
な図示しない小瀘材が詰装されており、底部から送られる気泡が各瀘材の間を縫って上昇
する。この瀘材に付着する残餌、魚糞などに細菌が繁殖して分解させる。濾過された飼養
水は、槽底から上向き回路を経て第１の養魚槽２Ａへ環流される。
【００２９】
  図１に示す、清水供給ポンプ１０から、清水管１０Ａを介して、清水を第１の養魚槽２
Ａに供給する。これによって、魚介類の飼養密度は、例えば水１トン当り、最高１００ｋ
ｇの飼養をすることが可能となる。
【００３０】
　また、水中の含有酸素量を酸素濃度センサ１２で、酸素飽和度９０％以下となったこと
を検知した時には、自動制御器１３において酸素タンク１１のバルブ１１Ｂを自動操作し
、酸素管１１Ａを介して養魚槽２の飼養水へ酸素を飽和状態になるように供給する。
【００３１】
　この場合、酸素管１１Ａを前記送気管７に連結して、気泡８とともに、飼養水に放出さ
せるようにすることができる。
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　自然災害その他の非常用として、この酸素供給は重要である。 
【００３２】
　魚介類養殖装置１で飼養される魚介類は、例えばニジマス、鮭などのほか、その場所に
適した魚介を飼養するものであるが、それらに特定されない。
　飼養水としては、真水の他に海水、または海水に近い塩分を含む水を使用することもあ
る。 
【００３３】
　養魚槽２の近くには、水面を照射可能な照明灯を設けて、秋冬季における日照時間延長
の補助をし、或いは殺菌灯により殺菌をすることもある。
　降雪地においては、防雪屋根を設ける。屋根のない所では、養魚槽２の上に防鳥網、或
いは夏陽を避ける遮光幕などを張設する。
【００３４】
  図５は、魚介類養殖装置１の別の実施例を示す平面図である。前例と同じ部材には、同
じ符号を付して説明を省略する。
　この実施例においては、敷地面積の都合で、浄化装置４を養魚槽２から離れた所に設け
たものである。
【００３５】
　すなわち、第２の養魚槽２Ｂから水路２Ｄを延設して、その先に浄化部４Ｆを設けて浄
化装置４を配設し、浄化装置４から繋がる水路２Ｅを第１の養魚槽２Ａへ連結させてある
。各水路２Ｄ、２Ｅには、開閉扉２Ｆ、２Ｆを配設する。
　これによって、水路２Ｄ、２Ｅの開閉扉２Ｆを閉塞して、浄化装置４の清掃を容易にす
ることができる。
【００３６】
　なお、浄化装置４の前側の水路２Ｄや後部の水路２Ｅに、起流装置３と同様な装置を配
設することもある。前記魚介類養殖装置１は、敷地面積が広い場所では、図１の状態で複
数を並列設置する。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　簡単な起流装置で、養魚槽の飼養水全体を循環させ、かつ濾過させることができるので
、河川その他の水源による流水が無くても、大量の魚介類を養殖することが可能となる。
【符号の説明】
【００３８】
１．魚介類養殖装置
２．養魚槽
２Ａ．第１の養魚槽
２Ｂ．第２の養魚槽
２Ｃ．槽底
２Ｄ、２Ｅ．水路
２Ｆ．開閉扉
３．起流装置
３Ａ．溝穴
３Ｂ．遮断壁
３Ｃ．区画壁
３Ｄ、３Ｅ．遮断網
４．浄化装置
４Ａ．沈澱枡
４Ｂ．排水孔
４Ｃ．栓
４Ｄ．生物膜処理装置
４Ｅ．瀘材
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４Ｆ．浄化部
５．仕切壁
５Ａ．回水路
５Ｂ．開閉扉
６．送気装置
７．送気管
７Ａ．放気口
８．気泡
９．遮断網     
１０．清水供給ポンプ
１０Ａ．清水管
１１．酸素タンク
１１Ａ．酸素管
１１Ｂ．バルブ
１２．酸素濃度センサ
１３．自動制御器
Ｗ．飼養水
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